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関わりを切らさないことの大切さ 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 夏休みが明けて事故やケガの連絡もなく、子どもたちと元気に再会 

できたことを心から嬉しく思っております。学校が再開して２週間。 

校内には、子どもたちの笑顔や元気な声が戻ってきました。 

この後も、９月４日(金)のマラソン大会や、８日(火)の多度志神社祭、 

１８日(金)の後期児童会役員選挙など、様々な行事が控えています。 

私たちは、これらを単なるイベントで終わらせるのではなく、子ども一人ひとりが成長を実
感できる機会にしていきたいと考えています。ご都合がつく折には、ぜひ直接子どもたちの活躍

を応援していただければ幸いです。 

 

さて、８月２０日(木)には今年度第２回の学校運営協議会を 

開催し、夏休み前に実施したアンケート結果をもとに「どのよう 

な学校づくりを進めていくべきか」を語り合いました。（※アン 

ケートの詳細は別紙、または右のQRコードよりご覧ください） 

アンケートでは、友達同士や教職員との関係が良好で協力体制が築けているという嬉しい結果が

出た一方、ゲームや動画などのデジタルコンテンツに多くの時間を費やし、生活リズムに影響が出

ているという課題も浮き彫りになりました。 

 

会議のなかで、ある委員の方がこんなお話をしてくださいました。 

「質問に即答できないと、子どもは『もういい』と言ってＡＩに相談してしまう。おかげで家族の

会話が減ってきた。」 

デジタルネイティブ世代への接し方は、人類にとって初めての経験であり、誰にも簡単な答えは

出せません。 

しかし、たとえＡＩがどれほど便利な答えを用意しようと、「本当にそれでいいのかな？」と子ど

もと一緒に考え、立ち止まることはできます。すぐに解決策が見つからなくても、問いかけ、
向き合い、関わりを切らさないことこそが、子どもの成長において最も大切なのでは

ないでしょうか。 

ここ多度志は、ご家庭だけでなく、多くの方々が学校や子どもたちに温か 

           く関わってくださる本当に恵まれた場所です。だからこそ子どもたちも、大 

           人に対して素直に信頼を寄せる素地が育っています。われわれ大人が誠実に 

           関わり続けさえすれば、子どもたちもまた、相手を尊重した誠実な関わり方 

を自然と身につけていくはずです。 

どれほど時代が変化しようとも、人と人との付き合いの基本は変わりません。成長につながる
開かれたコミュニケーションの姿勢を学ぶ場こそが学校です。 

これからも、ご家庭や地域の皆様のお力・お知恵をお借りしながら、この地域だからこそできる子

育てをつないでいきたいと考えています。引き続きのご理解とご支援をよろしくお願いいたします。 
 

 

児童アンケート結果 保護者アンケート結果 

《学校教育目標》 
『自ら学び たくましく生きぬく 子ども』 
〇自ら学び 最後までやりとげる子ども （知） 
〇よさを認め合い、助け合う子ども （徳） 
〇進んで体をきたえ、健康や安全に気をつける子ども（体） 

 
【発行日】 令和８年（２０２６年）８月３１日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学校ホームページを週１回更新しています。「学校からのお知らせ」として子ども 

たちの様子や活動を紹介していますので、ぜひご覧ください。 

チャレンジ深川～ご協力ありがとうございました 

夏休み学習教室チャレンジ 

深川が、今年も７月２9日～ 

３０日に行われました。放課 

後学習教室でもご協力いた 

だいている３名の方と、１名 

の高校生にサポートをいただきました。励まし

やアドバイスはもちろん、集中して学習する姿

勢について、しっかりとご指導をいただく貴重

な機会となりました。あらためて、ご協力に感謝

申し上げます。 

夏休み作品展のお知らせ 
夏休み明け初日の８月１９日に 

全校児童で夏休み自由研究発表会 

を行いました。子どもたちが、ど 

んな作品にしようかと考え、ご家庭の方と相談し

ながら完成させたいきさつを発表し、一人ひとり

が、どんな夏休みを過ごしたかが伝わってくる作

品ばかりでした。 

今年も、多度志コミュニティセンターを会場
に９月９日(水)まで作品が展示されていま
す。ぜひ子どもそれぞれの工夫をご覧ください。 

深川市では、今年度から新 

たにブックセカンド事業を開 

始しました。乳幼児期に絵本 

を贈る事業の次の段階として 

市内の小学 1年生にお勧めの本を贈る取組です。 

７月２３日、市長の田中昌幸様が本校を訪れ、

１年生の板垣乙葉さんに直接絵本を手渡しまし

た。このことをきっかけに、読書に対する関心が 

高まることを期待しています。 

新しいＡＬＴのダンブル先生がやってきました 
外国語の授業で英会話などの活動をサポートしていただく新しいＡＬＴがやってきまし 

た。ドミニク・ジョゼフ・ダンブルさんです。前任のローガン・キーンさんと同じくニュー 

ジーランド出身です。スキーやフェンシング、剣道といったスポーツだけではなく、ピン 

ボールも大好きという色んなことに興味をもっている先生です。 

 そんなダンブル先生に、さっそくインタビューをしました。 

「多度志小学校のみなさんは、とても親切です。日本語は、まだ得意ではないけれど、 
全力で対応します。これから、みなさんと毎週一緒に活動するのが楽しみです。」 
こちらこそ、よろしくお願いします。英会話だけではなく、ニュージーランドの文化の 

紹介や、たくさんの交流で、様々な刺激をもらうことを楽しみにしています！ 

ＱＲコードよりみな様の貴重な声をぜひ届けてください 

！ 

 

９月の行事予定 

1 2 3 4 5 6

1 火 へき地・複式教育実習（～８／４） C 5 6 6 6 6 14:10 15:00

2 水 前期児童会⑥ A 5 6 6 6 6 14:25 15:15

3 木 A 5 6 6 6 6 14:25 15:15

4 金 マラソン大会 C 5 5 6 6 6 14:10 15:00

5 土

6 日

7 月 B 4 5 5 5 5 13:05 13:55

8 火 多度志神社祭典 C 4 4 4 4 4 12:25

9 水 開校記念日

10 木 クラブ③ A 5 6 6 6 6 14:25 15:15

学校行事 日課 下校時間 （SB発車時刻）日 曜
指導時数

1 2 3 4 5 6

11 金 マラソン大会予備日 C 5 5 6 6 6 14:10 15:00

12 土

13 日

14 月 B 5 5 5 5 5 13:55

15 火 ３時間目プロ学（５・６年） C 5 6 6 6 6 14:10 15:00

16 水 学習発表会特別時間割開始 A 5 6 6 6 6 14:25 15:15

17 木 B 5 5 5 5 5 13:55

18 金 後期児童会役員選挙 C 5 5 6 6 6 14:10 15:00

19 土

20 日

日 曜 学校行事 日課
指導時数

下校時間 （SB発車時刻）

1 2 3 4 5 6

21 月 敬老の日

22 火

23 水 秋分の日

24 木 クラブ④ C 5 6 6 6 6 14:10 15:00

25 金 稲刈り A 5 6 6 6 6 14:25 15:15

26 土

27 日

28 月
花壇後片付け
稲刈り予備日

A 5 5 5 5 5 14:25

29 火 C 5 6 6 6 6 14:10 15:00

30 水
前期あゆみ配布
後期児童会①

D 5 6 6 6 6 13:45 14:35

日 曜 学校行事 日課
指導時数

下校時間 （SB発車時刻）

教育留学の子たちが続々とやって来ます 

福祉部こども課と教育委員 

会共催による教育留学の受け 

入れ校が、多度志小学校です。 

すでに２名の子が、約１週間 

の期間、全校児童と一緒に過

ごしました。どちらの子も、授業や休み時間、給

食をみんなと一緒に過ごし、楽しい思い出をつ

くることができました。この後も、２名の子が東

京からやって来ます。せっかくの出会いを互い

に充実した体験としていきたいです。 

全校ダンス教室～みんなで楽しくステップ 
8月 28日、全校でダンス教室 

を行いました。お招きした講師は 

ダンスチーム「チビユニティ」の 

皆さんです。講師の方々の温かい 

励ましを受け、子どもたちは終始とびきりの笑顔

で踊っていました。 

講師の方々は、学習発表会に向けて、これ
から計５回、直接指導に来てくださることに
なりました。発表会当日は、キレのあるかっこい

い踊りを披露できるよう練習を重ねていきます。 

本番をどうぞお楽しみに！夏休み明け初日の

８月１９日に 

全校児童で夏休み作品発表会を行 

いました。子ども達が、どんな作 

品にしようかを考え、ご家庭の方と相談しながら

完成させたいきさつを発表し、一人ひとりが、ど

んな夏休みを過ごしたかが伝わってくる作品ば

かりでした。 

今年も、多度志コミュニティセンターを会場
に８月９日(水)まで展示されていますので、

ぜひ子どもそれぞれの工夫をご覧ください。 

深川市では、今年度から新 

たにブックセカンド事業を開 

始しました。乳幼児期に絵本 

を贈る事業の次の段階として 

市内の小学 1年生にお勧めの本を贈る取組です。 

７月２３日、市長の田中昌幸様が本校を訪れ、

１年生の板垣乙葉さんに直接絵本を手渡しまし

た。このことをきっかけに、読書に対する関心が 

高まることを期待しています。 


